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（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期 19,752 6.2 1,288 6.3 1,528 8.8 1,056 11.6
2021年３月期 18,595 △2.9 1,212 21.5 1,404 18.3 946 14.3

（注）包括利益 2022年３月期 1,220百万円 （5.5％） 2021年３月期 1,156百万円 （79.9％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％
2022年３月期 273.73 － 7.0 6.5 6.5
2021年３月期 245.23 － 6.6 6.3 6.5

（参考）持分法投資損益 2022年３月期 －百万円 2021年３月期 1百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2022年３月期 24,205 15,728 64.8 4,063.05

2021年３月期 22,493 14,738 65.4 3,808.44

（参考）自己資本 2022年３月期 15,684百万円 2021年３月期 14,701百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円
2022年３月期 1,748 △642 △337 7,621

2021年３月期 1,680 △416 △336 6,831

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年３月期 － 28.00 － 30.00 58.00 229 23.7 1.6

2022年３月期 － 29.00 － 35.00 64.00 252 23.4 1.6

2023年３月期(予想) － 30.00 － 30.00 60.00 20.3

１．2022年３月期の連結業績（2021年４月１日～2022年３月31日）

（２）連結財政状態

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

（注）2022年３月期期末配当金の内訳　　普通配当　31円00銭　記念配当　４円00銭



（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
第２四半期（累計） 10,414 10.1 624 △5.0 733 △6.3 507 △1.7 131.39

通　　期 21,400 8.3 1,422 10.4 1,639 7.2 1,142 8.2 296.05

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期 4,664,000株 2021年３月期 4,664,000株

②  期末自己株式数 2022年３月期 803,768株 2021年３月期 803,713株

③  期中平均株式数 2022年３月期 3,860,262株 2021年３月期 3,859,469株

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％
2022年３月期 16,214 △0.7 1,059 △3.3 1,404 4.4 986 6.4
2021年３月期 16,324 △2.3 1,094 23.3 1,344 18.4 926 14.8

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭
2022年３月期 255.46 －

2021年３月期 240.15 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2022年３月期 21,108 14,599 69.2 3,782.07
2021年３月期 19,842 13,852 69.8 3,588.50

（参考）自己資本 2022年３月期 14,599百万円 2021年３月期 13,852百万円

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

※  注記事項
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）        ：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：有
②  ①以外の会計方針の変更              ：無
③  会計上の見積りの変更                ：無
④  修正再表示                          ：無
（注）詳細は、添付資料Ｐ．13「３．連結財務諸表及び主な注記（５）連結財務諸表に関する注記事項（会計方針

の変更）」をご覧ください。

（３）発行済株式数（普通株式）

（注）期末自己株式数には、株式会社日本カストディ銀行（信託口）の保有する当社株式（2022年３月期　92,384
株、2021年３月期　92,384株）が含まれております。また、株式会社日本カストディ銀行（信託口）が保有
する当社株式を、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております（2022年３月期　
92,384株、2021年３月期　93,248株）。

（参考）個別業績の概要
１．2022年３月期の個別業績（2021年４月１日～2022年３月31日）

（２）個別財政状態

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当た
っての注意事項等については、添付資料Ｐ．４「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の拡大と収束が断続的に繰り返される中、生

産、設備投資において持ち直しの動きがみられ、企業収益においても改善がみられました。今後については、ウク

ライナ情勢の緊迫など地政学的リスクに加え、円安の進行と世界的な原油価格の上昇等により、依然として先行き

は予断を許さない状況が続いております。

このような経営環境のもと、当社グループは「ＴＰＳ（トータル・パッケージング・ソリューション）提案」に

より顧客満足を徹底的に追求するとともに、全社をあげてイノベーション活動に取り組み、業績向上に努めてまい

りました。

その結果、当連結会計年度の売上高は、昨年度コロナ禍において落ち込んだ需要の回復に加え、食品容器用フィ

ルムが好調であったこと等により、197億52百万円（前年同期比6.2％増）と増収となりました。また、増収効果に

より営業利益は12億88百万円（前年同期比6.3％増）、経常利益は15億28百万円（前年同期比8.8％増）、親会社株

主に帰属する当期純利益は10億56百万円（前年同期比11.6％増）といずれも増益となりました。

　セグメントの業績は次のとおりです。

（緩衝機能材事業）

パルプモウルド部門は、工業品分野では外食向け持ち帰り用トレーおよび事務機器向けが好調となり増収となり

ました。畜産物分野は昨年度新型コロナウイルス感染症の影響で大幅減となった業務用鶏卵トレーの需要回復によ

り増収となりました。青果物分野では、トマト向けが産地の作柄不良もあり減収となり、パルプモウルド部門の売

上高は49億92百万円（前年同期比5.3％増）となりました。

段ボール部門は、農業分野で一部天候不順の影響等により減収となりましたが、工業分野が引き続き順調に推移

し、売上高は31億76百万円（前年同期比3.7％増）となりました。

成型部門は、売上高は樹脂成型品と宙吊り式包装容器（ゆりかーご）をあわせて９億57百万円（前年同期比

12.3％増）となりました。

その結果、当事業の売上高は91億26百万円（前年同期比5.4％増）となり、セグメント利益は９億84百万円（前

年同期比7.1％減）となりました。

（包装機能材事業）

フィルム部門は、食品容器用ポリスチレンフィルムが好調に推移したことに加え、工業分野向けキャストフィル

ムが半導体向け需要の伸び等もあり、売上高は42億92百万円（前年同期比10.6％増）となりました。

重包装袋部門は、国内は、昨年度新型コロナウイルス感染症の影響により落ち込んだ化学薬品向けの需要回復も

あり増収となりました。海外においても、海外重包装袋部門の子会社への移管による会計期間の差（対前期比３億

19百万円の売上減）はありましたが、合成樹脂向けの需要回復により増収となり、重包装袋部門の売上高は59億53

百万円（前年同期比4.9％増）となりました。

その結果、当事業の売上高は102億46百万円（前年同期比7.2％増）となり、セグメント利益は10億32百万円（前

年同期比6.1％増）となりました。

（その他）

売上高は３億80百万円（前年同期比0.8％減）となり、セグメント利益は33百万円（前年同期比87.2％増）とな

りました。

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報関連事業、デザイン関連事

業、不動産賃貸事業等を含んでおります。
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2018年３月期 2019年３月期 2020年３月期 2021年３月期 2022年３月期

自己資本比率 64.0 63.7 62.7 65.4 64.8

時価ベースの自己資本比率 41.9 27.0 26.6 31.1 28.2

キャッシュ・フロー対有利子

負債比率
0.8 1.0 0.5 0.6 0.5

インタレスト・カバレッジ・

レシオ
33.8 24.1 44.0 50.9 68.3

（２）当期の財政状態の概況

　当連結会計年度末の総資産は、前連結会計年度末に比べて17億12百万円増加し、242億５百万円となりました。

流動資産については、現金及び預金、電子記録債権の増加等により、前連結会計年度末に比べて13億58百万円増加

しております。固定資産については、有形固定資産の増加等により、前連結会計年度末に比べて３億54百万円増加

しております。

　当連結会計年度末における負債合計は84億77百万円となり、前連結会計年度末に比べて７億22百万円の増加とな

りました。流動負債については、支払手形及び買掛金、電子記録債務の増加等により、前連結会計年度末に比べて

７億84百万円増加しております。固定負債については、長期借入金、退職給付に係る負債の減少等により、前連結

会計年度末に比べて61百万円減少しております。

　当連結会計年度末における純資産合計は157億28百万円となり、前連結会計年度末に比べて９億89百万円の増加

となりました。これは、利益剰余金の増加等によるものであります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

　当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末より７億89百万円増

加し、当連結会計年度末には76億21百万円となりました。

　各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によって得られた資金は、17億48百万円（前期比67百万円の増加）となりました。主な収入項目は、税

金等調整前当期純利益15億15百万円、減価償却費６億95百万円、主な支出項目は、法人税等の支払額４億35百万円

であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、６億42百万円（前期比２億25百万円の増加）となりました。これは主に、有形

固定資産の取得による支出６億92百万円等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によって使用した資金は、３億37百万円（前期比０百万円の増加）となりました。これは主に、配当金

の支払額２億35百万円等によるものであります。

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移

・自己資本比率：自己資本／総資産

・時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

・キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー

・インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い

（注）１．各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。

２．株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式総数（自己株式を除く）により算出しております。

３．営業キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使

用しております。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている短期

借入金、長期借入金（１年以内返済分を含む）を対象としております。なお、利払いについては、連結

キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。
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（４）今後の見通し

今後の見通しにつきましては、世界経済全体は新型コロナウイルス感染症の影響から徐々に回復すると見込まれ

ますが、ウクライナ情勢に端を発する地政学的リスクの高まりや、原燃料価格の高騰等、依然として厳しい状況が

続くものと推測されます。

このような状況下、当社グループは販売、製造部門のイノベーション活動の展開を更に活発化するとともに、新

製品の開発推進、品質改善活動や原価低減に取り組み、業績向上に努めてまいります。

主な重点課題としては以下の３点に取り組みます。

① ＳＤＧs理念に合致した製品の開発

② IoＴなどのＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）技術の積極的な活用

③ ＴＰＳ（トータル・パッケージング・ソリューション）の推進

　なお、来期における製品セグメント別の主な取り組みは以下のとおりであります。

1)　緩衝機能材事業

・原燃料価格上昇分の販売価格転嫁活動

・脱プラスチック社会に向けたパルプモウルド需要の創造

・顧客や地域社会との協働による資源ゴミの再資源化

・新生産設備導入による、品質・生産性の向上

2)　包装機能材事業

・原燃料価格上昇分の販売価格転嫁活動

・新機能・高付加価値製品の開発

・環境に配慮したフィルム製品の開発

・グループ全体によるシナジーの追求

　次期業績は、売上高214億円（前期比8.3％増）、営業利益14億22百万円（前期比10.4％増）、経常利益16億39百

万円（前期比7.2％増）、親会社株主に帰属する当期純利益11億42百万円（前期比8.2％増）を予測しております。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は日本基準で連結財務諸表

を作成いたしますが、国際会計基準（IFRS）の適用については、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針

です。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,053,667 7,741,149

受取手形及び売掛金 4,010,604 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 3,957,006

電子記録債権 595,984 947,354

商品及び製品 891,241 925,632

仕掛品 126,203 131,302

原材料及び貯蔵品 811,573 1,106,566

その他 225,197 264,001

貸倒引当金 △16,542 △16,655

流動資産合計 13,697,931 15,056,358

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,650,581 2,691,486

機械装置及び運搬具（純額） 1,830,820 2,040,826

土地 1,748,960 1,760,354

リース資産（純額） 233,284 224,060

建設仮勘定 186,099 204,054

その他（純額） 99,612 148,742

有形固定資産合計 6,749,358 7,069,526

無形固定資産 166,301 170,735

投資その他の資産

投資有価証券 1,175,528 1,192,546

長期貸付金 83,501 61,125

繰延税金資産 378,760 380,664

その他 250,243 280,710

貸倒引当金 △8,129 △5,703

投資その他の資産合計 1,879,905 1,909,344

固定資産合計 8,795,565 9,149,606

資産合計 22,493,497 24,205,964

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,503,328 1,961,741

電子記録債務 1,630,466 1,834,325

短期借入金 780,985 829,868

リース債務 22,096 22,168

未払法人税等 247,630 256,959

未払消費税等 170,327 15,318

賞与引当金 242,441 268,405

設備関係電子記録債務 173,285 258,416

その他 1,002,273 1,109,819

流動負債合計 5,772,834 6,557,021

固定負債

長期借入金 159,321 85,179

リース債務 126,915 119,041

繰延税金負債 141,754 196,151

役員株式給付引当金 36,317 51,816

退職給付に係る負債 1,336,453 1,290,956

その他 181,620 177,533

固定負債合計 1,982,382 1,920,678

負債合計 7,755,217 8,477,700

純資産の部

株主資本

資本金 466,400 466,400

資本剰余金 416,991 416,991

利益剰余金 15,008,288 15,831,766

自己株式 △1,061,988 △1,062,084

株主資本合計 14,829,691 15,653,072

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 313,412 322,646

為替換算調整勘定 △371,465 △292,486

退職給付に係る調整累計額 △69,950 1,097

その他の包括利益累計額合計 △128,003 31,257

非支配株主持分 36,592 43,934

純資産合計 14,738,279 15,728,264

負債純資産合計 22,493,497 24,205,964
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（単位：千円）

 前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

 当連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

売上高 18,595,354 19,752,993

売上原価 14,450,527 15,441,345

売上総利益 4,144,827 4,311,648

販売費及び一般管理費 2,932,728 3,023,171

営業利益 1,212,099 1,288,477

営業外収益

受取利息 1,600 1,186

受取配当金 25,051 32,417

受取賃貸料 190,836 190,836

デリバティブ評価益 － 6,238

為替差益 － 5,911

その他 73,357 91,576

営業外収益合計 290,845 328,166

営業外費用

支払利息 33,012 25,588

不動産賃貸費用 14,547 14,464

売上割引 4,904 3,698

デリバティブ評価損 6,186 －

為替差損 4,291 －

上場関連費用 － 21,000

その他 35,008 23,111

営業外費用合計 97,951 87,863

経常利益 1,404,993 1,528,779

特別利益

固定資産売却益 1,148 1,773

投資有価証券売却益 － 366

特別利益合計 1,148 2,139

特別損失

固定資産除却損 9,689 13,073

ゴルフ会員権売却損 － 2,372

投資有価証券売却損 － 414

特別損失合計 9,689 15,859

税金等調整前当期純利益 1,396,453 1,515,060

法人税、住民税及び事業税 405,717 443,086

法人税等調整額 41,545 10,942

法人税等合計 447,262 454,029

当期純利益 949,190 1,061,030

非支配株主に帰属する当期純利益 2,731 4,344

親会社株主に帰属する当期純利益 946,459 1,056,685

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：千円）

 前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

 当連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

当期純利益 949,190 1,061,030

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 187,061 9,234

為替換算調整勘定 △25,030 78,979

退職給付に係る調整額 45,117 71,047

その他の包括利益合計 207,148 159,261

包括利益 1,156,339 1,220,291

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 1,152,255 1,212,949

非支配株主に係る包括利益 4,084 7,342

（連結包括利益計算書）
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（単位：千円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 466,400 416,991 14,290,380 △1,072,231 14,101,540

当期変動額

剰余金の配当 △233,210 △233,210

親会社株主に帰属する当期純利益 946,459 946,459

持分法の適用範囲の変動 4,659 4,659

自己株式の取得 △90 △90

自己株式の処分 10,333 10,333

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

当期変動額合計 － － 717,907 10,243 728,150

当期末残高 466,400 416,991 15,008,288 △1,061,988 14,829,691

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計
その他有価証
券評価差額金

為替換算調整
勘定

退職給付に係
る調整累計額

その他の包括
利益累計額合
計

当期首残高 126,350 △346,435 △115,067 △335,152 32,507 13,798,895

当期変動額

剰余金の配当 △233,210

親会社株主に帰属する当期純利益 946,459

持分法の適用範囲の変動 4,659

自己株式の取得 △90

自己株式の処分 10,333

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

187,061 △25,030 45,117 207,148 4,084 211,233

当期変動額合計 187,061 △25,030 45,117 207,148 4,084 939,383

当期末残高 313,412 △371,465 △69,950 △128,003 36,592 14,738,279

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2020年４月１日　至　2021年３月31日）
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（単位：千円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 466,400 416,991 15,008,288 △1,061,988 14,829,691

当期変動額

剰余金の配当 △233,207 △233,207

親会社株主に帰属する当期純利益 1,056,685 1,056,685

持分法の適用範囲の変動 －

自己株式の取得 △96 △96

自己株式の処分 －

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

当期変動額合計 － － 823,478 △96 823,381

当期末残高 466,400 416,991 15,831,766 △1,062,084 15,653,072

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計
その他有価証
券評価差額金

為替換算調整
勘定

退職給付に係
る調整累計額

その他の包括
利益累計額合
計

当期首残高 313,412 △371,465 △69,950 △128,003 36,592 14,738,279

当期変動額

剰余金の配当 △233,207

親会社株主に帰属する当期純利益 1,056,685

持分法の適用範囲の変動 －

自己株式の取得 △96

自己株式の処分 －

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

9,234 78,979 71,047 159,261 7,342 166,603

当期変動額合計 9,234 78,979 71,047 159,261 7,342 989,985

当期末残高 322,646 △292,486 1,097 31,257 43,934 15,728,264

当連結会計年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）
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（単位：千円）

 前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

 当連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 1,396,453 1,515,060

減価償却費 680,064 695,238

のれん償却額 12,270 12,270

貸倒引当金の増減額（△は減少） 93 △2,312

賞与引当金の増減額（△は減少） 8,503 25,963

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △31,543 56,597

役員株式給付引当金の増減額（△は減少） 14,460 15,498

受取利息及び受取配当金 △26,651 △33,603

支払利息 33,012 25,588

デリバティブ評価損益（△は益） 6,186 △6,238

為替差損益（△は益） △4,733 △15,173

固定資産売却損益（△は益） △1,148 △1,773

固定資産除却損 9,689 13,073

投資有価証券売却損益（△は益） － 47

投資有価証券評価損益（△は益） 3,956 2,292

ゴルフ会員権売却損益（△は益） － 2,372

売上債権の増減額（△は増加） 2,841 △273,733

棚卸資産の増減額（△は増加） 181,682 △293,167

仕入債務の増減額（△は減少） △254,480 635,262

その他 82,277 △198,218

小計 2,112,933 2,175,042

利息及び配当金の受取額 26,651 33,603

利息の支払額 △33,012 △25,588

法人税等の支払額 △426,438 △435,013

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,680,133 1,748,044

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △187,300 △185,000

定期預金の払戻による収入 184,501 287,300

有形固定資産の取得による支出 △362,891 △692,285

有形固定資産の除却による支出 △8,538 △10,180

有形固定資産の売却による収入 1,148 1,773

無形固定資産の取得による支出 △70,498 △59,690

投資有価証券の取得による支出 △6,415 △15,000

投資有価証券の売却による収入 406 6,783

持分法適用範囲の変更を伴う関連会社株式の売却

による収入
10,000 －

貸付けによる支出 △304 －

貸付金の回収による収入 23,151 22,546

その他 520 1,716

投資活動によるキャッシュ・フロー △416,219 △642,035

（４）連結キャッシュ・フロー計算書

- 11 -

大石産業株式会社（3943）　2022年3月期　決算短信



（単位：千円）

 前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

 当連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 55,924 2,651

長期借入金の返済による支出 △147,742 △95,725

自己株式の取得による支出 △90 △96

配当金の支払額 △232,407 △235,039

その他 △12,514 △8,818

財務活動によるキャッシュ・フロー △336,830 △337,028

現金及び現金同等物に係る換算差額 △4,908 20,802

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 922,174 789,781

現金及び現金同等物の期首残高 5,909,193 6,831,367

現金及び現金同等物の期末残高 6,831,367 7,621,149
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）及び「収益認識に関する会計基準の適

用指針」（企業会計基準適用指針第30号　2021年３月26日）（以下、これらを総称して「収益認識会計基準等」と

いう。）を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又

はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結会計年度の期首

の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

収益認識会計基準等の適用の結果、当連結会計年度の売上高及び損益、並びに、利益剰余金の当期首残高への影

響はありません。

また、収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示し

ていた「受取手形及び売掛金」は、当連結会計年度より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示すること

といたしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について

新たな表示方法により組替えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業

会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新

たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる影響はありません。

（追加情報）

（取締役に対する株式報酬制度）

当社は、当社の取締役（監査等委員である取締役及び社外取締役を除く。以下同じ。）に対し、信託を用いた

株式報酬制度（以下、「本制度」という。）を導入しております。

(1)本制度の概要

本制度は、当社が金員を拠出することにより設定する信託（以下、「本信託」という。）が当社株式を取得

し、取締役に対して、当社が定める株式交付規程に従って付与されるポイント数に応じ、当社株式が本信託を

通じて交付される株式報酬制度であります。なお、取締役が当社株式の交付を受ける時期は、原則として取締

役の退任時であります。

(2)信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用を除く。）により純資産の部に自己株式とし

て計上しております。前連結会計年度末の当該自己株式の帳簿価額は169,986千円、株式数は92,384株、当連結

会計年度末の当該自己株式の帳簿価額は169,986千円、株式数は92,384株であります。

（新型コロナウイルス感染症に伴う会計上の見積りについて）

新型コロナウイルス感染症は企業活動に広範な影響を与える事象であることから、当社グループでは外部の情

報源に基づく情報等を踏まえて、今後2023年３月期の一定期間にわたり当該影響が継続するとの仮定のもと、繰

延税金資産の回収可能性の判断及び固定資産の減損に関する判断等について会計上の見積りを行っております。
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（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

連結
財務諸表
計上額
（注）３

緩衝機能材
事業

包装機能材
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 8,656,136 9,555,841 18,211,978 383,375 18,595,354 － 18,595,354

セグメント間の内部売

上高又は振替高
19,173 3,426 22,600 173,512 196,112 △196,112 －

計 8,675,310 9,559,268 18,234,578 556,888 18,791,467 △196,112 18,595,354

セグメント利益 1,059,909 973,597 2,033,507 18,158 2,051,665 △839,566 1,212,099

セグメント資産 4,625,450 9,782,566 14,408,016 429,949 14,837,965 7,655,531 22,493,497

その他の項目

減価償却費 255,282 380,836 636,118 3,378 639,497 40,567 680,064

のれんの償却額 － 12,270 12,270 － 12,270 － 12,270

有形固定資産及び無形

固定資産の増加額
205,312 296,630 501,943 1,677 503,620 62,982 566,602

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１　報告セグメントの概要

　当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となってい

るものであります。

　当社グループは、製品・サービス別に包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しており、「緩衝機能材

事業」及び「包装機能材事業」の２つを報告セグメントとしております。

　「緩衝機能材事業」は、パルプモウルドや段ボール製品等、主に緩衝機能のある製品等の製造販売を行

っております。「包装機能材事業」は、フィルムや紙袋製品等、主に包装機能のある製品等の製造販売を

行っております。

２　報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額の算定方法

　報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事

項」における記載と概ね同一であります。

　なお、報告セグメント間の取引は連結会社間の取引であり、市場価格等に基づいております。

３　報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自　2020年４月１日　至　2021年３月31日）

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報関連事業、デザイン関連事

業、不動産賃貸事業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△839,566千円には、主にセグメント間取引消去△13,547千円及び各報告セグメン

トに配分していない全社費用△825,696千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属

しない一般管理費であります。

セグメント資産の調整額7,655,531千円には、セグメント間取引に係る相殺消去等△1,376,800千円及び各報

告セグメントに配分していない全社資産9,032,332千円が含まれております。

３．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

連結
財務諸表
計上額
（注）３

緩衝機能材
事業

包装機能材
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 9,126,441 10,246,149 19,372,591 380,402 19,752,993 － 19,752,993

セグメント間の内部売

上高又は振替高
17,647 6,782 24,429 231,496 255,925 △255,925 －

計 9,144,088 10,252,932 19,397,020 611,898 20,008,919 △255,925 19,752,993

セグメント利益 984,366 1,032,619 2,016,986 33,986 2,050,973 △762,496 1,288,477

セグメント資産 5,159,526 10,213,856 15,373,382 403,725 15,777,108 8,428,856 24,205,964

その他の項目

減価償却費 251,601 391,584 643,185 2,633 645,819 49,418 695,238

のれんの償却額 － 12,270 12,270 － 12,270 － 12,270

有形固定資産及び無形

固定資産の増加額
589,137 277,383 866,521 885 867,406 58,449 925,856

当連結会計年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報関連事業、デザイン関連事

業、不動産賃貸事業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△762,496千円には、主にセグメント間取引消去△15,043千円及び各報告セグメン

トに配分していない全社費用△751,115千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属

しない一般管理費であります。

セグメント資産の調整額8,428,856千円には、セグメント間取引に係る相殺消去等△1,438,165千円及び各報

告セグメントに配分していない全社資産9,867,021千円が含まれております。

３．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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前連結会計年度
（自　2020年４月１日

至　2021年３月31日）

当連結会計年度
（自　2021年４月１日

至　2022年３月31日）

１株当たり純資産額 3,808.44円 4,063.05円

１株当たり当期純利益 245.23円 273.73円

前連結会計年度
（自　2020年４月１日

至　2021年３月31日）

当連結会計年度
（自　2021年４月１日

至　2022年３月31日）

１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益（千円） 946,459 1,056,685

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

当期純利益（千円）
946,459 1,056,685

普通株式の期中平均株式数（千株） 3,859 3,860

前連結会計年度
（2021年３月31日）

当連結会計年度
（2022年３月31日）

純資産の部の合計額（千円） 14,738,279 15,728,264

純資産の部の合計額から控除する金額（千円） 36,592 43,934

（うち非支配株主持分（千円）） (36,592) (43,934)

普通株式に係る期末の純資産額（千円） 14,701,687 15,684,330

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の

普通株式の数（千株）
3,860 3,860

（１株当たり情報）

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は以下のとおりであります。

３．１株当たり純資産額の算定上の基礎は以下のとおりであります。

（注）  株式会社日本カストディ銀行（信託口）が保有する「役員向け株式交付信託」の株式を「１株当たり純資産

額」の算定上、期末発行済株式総数から控除する自己株式に含めております（前連結会計年度　92,384株、当連

結会計年度　92,384株）。

また、「１株当たり当期純利益」の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めておりま

す（前連結会計年度　93,248株、当連結会計年度　92,384株）。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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４．その他

役員の異動

①　代表者の異動

該当事項はありません。

②　その他の役員の異動

１．新任取締役（監査等委員であるものを除く。）候補

取締役　豊田　真佐喜（現　当社上席執行役員フィルム事業部長）

取締役　大谷　洋文（現　当社上席執行役員管理部長）

２．退任予定取締役（監査等委員であるものを除く。）

宮地　郁夫（当社取締役（監査等委員）就任予定）

３．新任取締役（監査等委員）候補

宮地　郁夫（現　当社取締役管理部管掌）

小鉢　由美（現　平和通り法律事務所　所長）

４．退任予定取締役（監査等委員）

高田　圭二

長門　博之

③　就任及び退任予定日

2022年６月24日
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